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まちの話題

天
城
町
防
災
セ
ン
タ
ー
で
１
月
28
日
、

平
成
29
年
産
徳
之
島
地
域
赤
土
新
ば
れ
い

し
ょ
「
春
一
番
」
出
発
式
お
よ
び
か
ご
し

ま
ブ
ラ
ン
ド
産
地
指
定
５
周
年
記
念
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
出
発
式
に
は
、
バ

レ
イ
シ
ョ
生
産
者
や
関
係
者
が
約
４
０
０

名
集
ま
り
一
致
団
結
を
誓
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
あ
ま
み
事
業
本
部
の
今
期
共
販
目

標
は
５
８
０
０
ト
ン
で
、
島
全
体
か
ら
は

９
８
５
０
ト
ン
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
今

年
度
目
標
は
、
前
期
実
績
比
４
２
８
３
ト

ン
増
の
計
画
。
北
海
道
の
台
風
被
害
で
ば

れ
い
し
ょ
の
収
穫
が
減
収
す
る
中
、
順
調

な
生
育
や
市
場
で
の
単
価
上
昇
な
ど
で
島

内
の
ば
れ
い
し
ょ
出
荷
に
明
る
い
兆
し
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
計
画
的
な
出
荷
と

品
質
確
保
や
農
協
共
販
に
よ
る
有
利
販
売

で
今
期
の
出
荷
へ
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま

す
。

赤土新ばれいしょ「春一番」合同出発式
信頼される産地を目指して

「
春
ら
ん
ま
ん
桜
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」（
社

会
教
育
課
主
催
）
が
１
月
29
日
、
町
総
合

運
動
公
園
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年
は
２

㎞
か
ら
５
㎞
ま
で
複
数
の
コ
ー
ス
が
用
意

さ
れ
、
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
ペ
ー

ス
に
合
っ
た
コ
ー
ス
を
選
ん
で
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
が
崩
れ
る
場
面
も
あ
り

ま
し
た
が
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
約

１
２
０
人
が
健
康
運
動
指
導
士
の
指
導
を

受
け
、
ヒ
カ
ン
ザ
ク
ラ
の
花
見
や
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
後
に
は
食
生
活
改
善
推

進
員
に
よ
る
減
塩
味
噌
汁
が
ふ
る
ま
わ

れ
、
参
加
者
は
素
材
の
味
を
活
か
し
た
汁

物
で
疲
れ
た
体
を
癒
し
ま
し
た
。

春らんまん桜ウォーキング
桜をめでながら

平
成
28
年
度
公
民
館
講
座
学
習
フ
ェ
ア

が
、
１
月
22
日
に
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
約
３
５
０
名
の
来

場
者
が
訪
れ
、
同
講
座
受
講
生
の
舞
台
発

表
や
展
示
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

舞
台
発
表
で
は
、
合
唱
や
ダ
ン
ス
な
ど

８
種
目
20
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
受
講
生
は
、
仲
間
と
一
緒
に
堂
々
と

し
た
ダ
ン
ス
や
唄
な
ど
を
披
露
。
一
年
間

の
学
習
成
果
に
、
来
場
者
か
ら
大
き
な
歓

声
と
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
公
民
館
講
座
は
、
31
講
座
で

４
０
２
名
が
受
講
、
２
２
０
名
が
修
了
し
、

皆
勤
者
は
78
名
で
し
た
。

平成 28 年度公民館講座学習フェア
堂々と発表

人
権
擁
護
委
員
の
白
田
み
ち
子
さ
ん
が

退
任
し
、
新
た
な
委
員
に
宮
之
原
順
子
さ

ん
が
就
任
し
ま
し
た
。

役
場
町
長
室
で
１
月
25
日
、
高
岡
秀
規

町
長
か
ら
感
謝
状
と
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

白
田
さ
ん
は
、
人
権
相
談
を
受
け
た
り
、

人
権
の
考
え
方
を
広
め
る
活
動
を
す
る
な

ど
、
約
10
年
間
に
わ
た
り
民
間
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
努
め
て
き
ま
し
た
。
白
田
さ
ん

永
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

白田みち子さんから新委員へ
人権の考えを広めるために
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Town news

教
育
長
室
で
１
月
12
日
、
故
山
本
克
孝

氏
へ
の
死
亡
叙
勲
の
伝
達
式
が
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。
秋
武
喜
一
郎
教
育
長
か
ら
ご

子
息
の
山
本
克
弘
氏
へ
従
六
位
が
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

山
本
氏
は
、
昭
和
13
年
か
ら
昭
和
54
年

ま
で
県
内
小
中
学
校
で
教
員
を
務
め
、
退

職
後
は
12
年
間
町
社
会
教
育
委
員
を
歴
任

し
ま
し
た
。

永
年
に
わ
た
り
離
島
へ
き
地
教
育
の
振

興
に
尽
く
し
た
功
績
は
大
き
く
、
鹿
児
島

県
へ
き
地
教
育
推
進
の
明
確
な
指
標
を
示

し
た
一
人
と
し
て
、
そ
の
業
績
は
今
な
お

高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

故山本克孝氏へ死亡叙勲
離島へき地教育の振興に貢献

町
役
場
駐
車
場
で
２
月
１
日
、
サ
ト
ウ

キ
ビ
春
植
え
推
進
出
発
式
（
町
糖
業
振
興

会
主
催
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。
生
産
農
家

や
関
係
団
体
な
ど
か
ら
約
80
名
が
参
加

し
、
収
穫
面
積
確
保
や
単
収
向
上
の
目
標

達
成
に
向
け
て
「
頑
張
ろ
う
三
唱
」
で
気

勢
を
上
げ
ま
し
た
。

南
西
糖
業
の
岩
淵
達
夫
専
務
取
締
役
徳

之
島
事
業
本
部
長
は
、「
価
格
、
生
産
量

共
に
楽
し
み
な
年
。
早
期
植
え
付
け
、
早

期
管
理
の
好
循
環
サ
イ
ク
ル
が
定
着
さ
れ

る
年
に
な
る
と
思
う
」
と
目
標
達
成
に
期

待
。
Ｊ
Ａ
あ
ま
み
徳
之
島
事
業
本
部
の
窪

田
博
州
統
括
理
事
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

目
標
３
１
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
達
成
に
向
け

「
が
ん
ば
ろ
う
三
唱
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
期
の
春
植
え
へ
、
種
苗
や
防
除
剤
、

肥
料
な
ど
の
助
成
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

さとうきび春植え出発式
豊作年を迎えて

２
月
２
日
に
行
わ
れ
た
平
成
28
年
度
鹿

児
島
県
堆
肥
コ
ン
ク
ー
ル
（
鹿
児
島
県
農

業
環
境
協
会
主
催
）
に
お
い
て
、
有
限
会

社
南
国
パ
ワ
ー
の
堆
肥
「
パ
ワ
ー
フ
レ
ッ

シ
ュ
」
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
こ
の
ほ

ど
関
係
者
が
町
長
へ
の
受
賞
報
告
に
訪
れ

ま
し
た
。

「
パ
ワ
ー
フ
レ
ッ
シ
ュ
」
は
牛
ふ
ん
や
バ

カ
ス
等
を
原
材
料
と
し
、
過
去
に
も
同
コ

ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞
（
鹿
児
島
県
知
事

賞
）
を
受
賞
。「
適
切
な
処
理
と
管
理
で

十
分
に
発
酵
し
た
完
熟
堆
肥
。
今
後
も
地

域
の
良
質
堆
肥
の
生
産
拠
点
と
し
て
尽
力

し
て
ほ
し
い
」
と
、
品
質
が
高
く
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
。

南国パワーが県コンクール最優秀賞
堆肥で最優秀賞に輝く

山
小
学
校
で
２
月
10
日
、
自
衛
隊
慰
霊

塔
へ
の
遠
行
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
１
年

生
か
ら
６
年
生
ま
で
17
名
の
児
童
が
、
同

校
か
ら
慰
霊
碑
ま
で
の
道
の
り
を
歩
き
、

地
元
の
自
然
に
ふ
れ
あ
い
、
地
域
へ
の
愛

着
を
深
め
ま
し
た
。

頂
上
ま
で
の
道
中
で
は
、
天
城
町
役
場

企
画
課
の
自
然
保
護
専
門
員
の
岡
崎
幹
人

さ
ん
が
、
徳
之
島
の
自
然
に
つ
い
て
講
義

を
行
い
ま
し
た
。
児
童
ら
は
、
奄
美
特
有

の
植
物
や
動
物
の
残
し
た
痕
跡
な
ど
を
観

察
し
、
新
た
に
知
る
地
域
の
自
然
に
つ
い

て
驚
き
感
動
し
た
様
子
で
し
た
。

慰
霊
塔
に
到
着
後
、
献
花
を
行
い
、
10

年
前
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
墜
落
事
故
に
思
い

を
馳
せ
な
が
ら
、
今
日
の
平
和
な
暮
ら
し

に
感
謝
を
込
め
黙
と
う
を
行
い
ま
し
た
。

山小学校で自衛隊慰霊碑登山
郷土を愛する心を培う
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３
月
１
日
～
３
月
７
日
ま
で
は

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
週
間
で
す

消防

■大切な生命を守るために、住宅用
火災警報器を設置しましょう！■

■
野
焼
き
・
ハ
カ
マ
焼
き
を
す
る
時
は
、
次
の
事
を
守
り
ま
し
ょ
う
!!
■

①
火
入
れ
を
す
る
前
に
は
、
必
ず
消
防
署
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

②
火
入
れ
は
、
絶
対
に
一
人
で
は
し
な
い
。
必
ず
二
人
以
上
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

③
他
に
燃
え
移
ら
な
い
様
、
周
囲
の
整
理
を
し
っ
か
り
行
い
ま
し
ょ
う
。

④
火
入
れ
は
日
没
に
か
け
て
行
い
、
風
の
強
い
時
は
絶
対
に
行
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
イ
ザ
と
い
う
時
の
為
に
、
通
報
と
消
火
の
準
備
を
し
て
か
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

⑥
残
り
火
の
点
検
は
、
最
後
ま
で
し
っ
か
り
と
行
い
ま
し
ょ
う
。

※
上
記
の
注
意
事
項
を
守
ら
な
い
で
「
野
焼
き
」
や
「
ハ
カ
マ
焼
き
」
を
し
た
場
合
は
「
軽
犯
罪
法
」
と
い

う
法
律
で
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
下
さ
い
。

消防法及び市町村条例により全ての住宅に火災
報知器の設置が義務付けられています。（設置及び
維持管理については、市町村条例で定められてい
ます。）

火災警報器はどこに取り付けるのですか？

住宅用火災警報器に関するお問合せは

徳之島地区消防組合消防本部　　☎８３－３１６０

徳之島地区消防組合伊仙分遣所　☎８６－３９９０

徳之島地区消防組合天城分遣所　☎８５－３９７３

徳
之
島
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
へ

広
告
を
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

広告
徳
之
島
町
で
は
、
町
の
自
主
財
源
の
確
保
や
生
活
情
報
の
提
供
、
町

内
・
町
外
事
業
所
の
育
成
・
振
興
を
図
る
た
め
、
町
広
報
紙
お
よ
び
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
有
料
広
告
を
下
記
要
領
に
て
募
集
し
て
い
ま
す
。

郷
土
の
広
報
紙
を
使
っ
て
お
店
や
会
社
の
宣
伝
に
幅
広
く
利
用
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

広
報
「
と
く
の
し
ま
」
広
告

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

バ
ー
ナ
ー
広
告

位　

置

広
報
紙
最
終
ペ
ー
ジ
等

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
左
下

規　

格

①
縦
６
cm
×
横
８
・
５
㎝

②
縦
６
cm
×
横
18
㎝

１
枠
：
縦
50
ピ
ク
セ
ル

×
横
２
２
０
ピ
ク
セ
ル

掲 

載 

料

①
企
業
所
在
地
が
町
内
５
千
円

企
業
所
在
地
が
町
外
１
万
円

②
企
業
所
在
地
が
町
内
１
万
円

企
業
所
在
地
が
町
外
２
万
円

１
枠
：
１
万
円

募
集
枠
数

①
最
大
４
枠　

②
最
大
２
枠

10
枠

掲
載
期
間

１
ヶ
月
単
位

１
ヶ
月
単
位

発
行
部
数

ア
ク
セ
ス
数

毎
月
発
行　

７
１
０
０
部

平
均
ア
ク
セ
ス
数

１
２
，
０
０
０
件
／
月

※
申
込
み
に
あ
た
っ
て
は
、
徳
之
島
町
広
報
紙
有
料
広
告
掲
載
取
扱
要

綱
お
よ
び
徳
之
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
有
料
広
告
掲
載
取
扱
要
綱
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）

町
企
画
課　

広
報
担
当

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

問



広報とくのしま 2017 年 3月号– 5 –

○
国
民
健
康
保
険　

被
保
険
者

証
の
切
り
替
え
に
つ
い
て

平
成
二
十
九
年
度
の
「
被
険

者
証
」
を
、
保
険
税
を
完
納
さ

れ
た
方
を
対
象
に
、
三
月
中
旬

に
「
簡
易
書
留
」
に
て
、
郵
送

い
た
し
ま
す
。
ま
だ
納
付
が
お

済
み
で
な
い
方
は
、
早
め
の
納

付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

又
、
窓
口
交
付
を
希
望
の
方

は
、
お
早
め
に
国
民
健
康
保
険

係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
遠
方
の
学
校
で
修
学
す
る

た
め
に
家
族
と
離
れ
て
暮
ら
し

て
い
る
方
の
「
学
生
用
被
保
険

者
証
」
の
交
付
に
つ
き
ま
し
て

は
、
従
来
ど
お
り
申
請
交
付
と

な
り
ま
す
。

・
次
年
度
発
行
分
の
「
在
学

証
明
書
」
と
印
鑑
を
持
参
の
う

え
本
庁
又
は
花
徳
支
所
窓
口
で

申
請
し
て
下
さ
い
。

又
、
卒
業
さ
れ
る
場
合
は
、

国
民
健
康
保
険
係
へ
の
届
出
が

必
要
で
す
。 国

保
の
切
り
替
え
や
申
告
の
お
願
い
に
つ
い
て

健
康
増
進
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

国保

○
「
申
告
」
は
お
済
み
で
す
か
？

確
定
申
告
や
町
県
民
税
の
申

告
は
、
国
民
健
康
保
険
税
の
課

税
資
料
の
基
と
な
る
と
と
も

に
、
保
険
税
の
軽
減
判
定
や
入

院
時
の
食
事
代
、
高
額
療
養
費

の
判
定
に
か
か
せ
な
い
大
切
な

も
の
で
す
。
早
め
の
申
告
に
ご

協
力
く
だ
さ
い

町
健
康
増
進
課

国
民
健
康
保
険
係

☎
82
―
１
１
１
１

（
内
線
１
３
５
、１
３
６
）

問

業務

平
成
29
年
４
月
よ
り
町
で
の
手
続
き
へ
変
わ
り
ま
す

県
か
ら
町
へ
業
務
の
権
限
移
譲
の
お
知
ら
せ

権
限
移
譲
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
平
成
29
年
４
月
よ
り
、
左
記
の
業
務
が
県
か
ら
町
へ
権
限
移
譲
さ

れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

権
限
移
譲
と
は
、「
住
民
に
身
近
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
市
町
村
が
行
い
、
市
町
村
で
は
対
応
が
難
し

い
広
域
的
・
専
門
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
県
が
行
う
」
と
い
う
考
え
の
も
と
、
こ
れ
ま
で
県
が
行
っ
て

い
た
仕
事
の
一
部
を
町
が
引
き
受
け
て
実
施
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

権
限
移
譲
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
県
庁
や
県
の
出
先
機
関
ま
で
行
か
な
け
れ
ば
で
き
な
か
っ
た
申
請
や

届
出
な
ど
の
手
続
き
が
身
近
な
町
役
場
で
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

左
記
の
担
当
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

事
業
の
内
容

担
当
課

備
考

県
管
理
道
路
に
お
け
る
路
傍

樹
育
成
保
全
事
業

建
設
課

☎
82
―
１
１
１
１

（
内
線
２
６
３
）

主
に
県
道
路
傍
樹
木
の
管
理

官
公
庁
や
大
手
企
業
と
関
係
が
あ
る
か
の
よ
う
に
装
い
、
契
約
を
促
す
訪
問
販
売
の
手
口
が
、
徳
之

島
町
内
で
発
生
し
ま
し
た
。

訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
に
よ
る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
は
全
国
で
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
業
者
に
勧
め
ら

れ
る
ま
ま
で
は
な
く
、
内
容
を
十
分
に
検
討
・
理
解
し
た
う
え
で
契
約
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
訪
問
販

売
や
電
話
勧
誘
で
は
、
契
約
書
面
を
受
け
取
っ
た
日
を
含
め
て
８
日
以
内
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
に
よ
り
契
約
を
な
か
っ
た
こ
と
に
で
き
ま
す
。

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
は
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

消費者

内
容
を
十
分
に
検
討
・
理
解
し
ま
し
ょ
う

訪
問
販
売
・
電
話
勧
誘
の
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意

町
企
画
課　

消
費
生
活
相
談
担
当

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

問
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド
に
つ
い
て

通
知
カ
ー
ド
は
受
け
取
っ
て
い
ま
す
か
？

平
成
27
年
11
月
下
旬
か
ら
各
世
帯
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド
が
入
っ
た
封

書
を
発
送
し
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
、
通
知
カ
ー
ド
が
届
い
て
い
な
い

世
帯
は
、
役
場
へ
宛
所
な
し
や
保
存
期
間

経
過
等
の
理
由
で
返
送
さ
れ
て
い
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
役
場
に
て
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
左
記
の
も
の
を
持

参
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
本
人
が
受
け
取
る
場
合
】

・
本
人
確
認
書
類

（
左
記
を
参
照
く
だ
さ
い
）

【
代
理
人
が
受
け
取
る
場
合
】

・
本
人
の
本
人
確
認
書
類

（
左
記
を
参
照
く
だ
さ
い
）

・
本
人
か
ら
の
委
任
状

・
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類

（
左
記
を
参
照
く
だ
さ
い
）

町
住
民
生
活
課

☎
82
―
１
１
１
１

（
内
線
１
２
３
・
１
２
４
）

問

【
本
人
確
認
書
類
】
※
原
本
で
有
効
期
限
内
の
も
の
が
必
要
で
す
。

○
１
つ
で
よ
い
物

運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
住
基
カ
ー
ド
（
顔
写
真
付
の
も
の
）、
身
体
障
が
い
者
手
帳
な
ど

○
２
つ
必
要
な
物

健
康
保
険
証
、
介
護
保
険
証
、
年
金
手
帳
、
離
島
割
引
カ
ー
ド
、
本
人
名
義
の
通
帳
な
ど
本
人
の
名
前
・
住
所
又
は
、

名
前
・
生
年
月
日
が
確
認
で
き
る
書
類
２
点

こ
れ
ら
を
お
持
ち
で
な
い
場
合
は
下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

住基

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
取
は
お
済
で
す
か
？

～
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）
の

交
付
申
請
を
さ
れ
て
い
る
住
民
の
皆
様
へ
～

平
成
28
年
１
月
か
ら
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
を
さ
れ
た
方
へ
、

カ
ー
ド
交
付
が
開
始
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
、
申
請
し
た
個
人
番
号
カ
ー

ド
を
受
領
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
役
場
住
民
生
活
課
で
保
管
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
申
請
し
た
本
人
が
、
次
の
①
～
③
の
書
類
を
持
参
の
う
え
お
越
し
下

さ
い
。（
学
生
や
未
就
学
児
に
つ
い
て
も
、
一
緒
に
来
庁
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
）

ま
た
、
受
取
期
間
を
過
ぎ
て
い
る
方
や
①
～
③
の
書
類
を
お
持
ち
で
な
い

(

紛
失
含
む)

方
、
窓
口
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
情
が
あ
る
方
は
、
役
場

の
住
民
生
活
課
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

【
受
領
す
る
の
に
必
要
な
書
類
】

①
本
人
確
認
書
類
※
（
左
記
の
内
容
の
も
の
が
必
要
で
す
）

②
個
人
番
号
カ
ー
ド
・
電
子
証
明
書
発
行
通
知
書
兼
照
会
書
（
役
場
か
ら
送

ら
れ
て
く
る
ハ
ガ
キ
で
す
）

③
通
知
カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
と
交
換
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
住
基
カ
ー

ド
を
お
持
ち
の
方
は
、
通
知
カ
ー
ド
と
併
せ
て
ご
持
参
下
さ
い
）
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教育

平
成
29
年
４
月
よ
り

山
小
・
山
中
が
特
別
認
可
制
度
指
定
校
へ

～
山
小
学
校
・
山
中
学
校
が

平
成
29
年
４
月
よ
り
特
別
認
可
制
度
指
定
校
に
な
り
ま
す
～

１
．
特
別
認
可
制
度
と
は

徳
之
島
町
小
規
模
校
入
学
（
転
学
）
特
別
認
可
制
度
は
、
町
内
小
規

模
校
の
特
性
を
生
か
し
、
個
を
生
か
し
た
学
習
指
導
、
異
年
齢
集
団
に

よ
る
学
校
行
事
や
諸
活
動
を
通
し
て
学
ぶ
楽
し
さ
、心
身
の
健
康
増
進
、

豊
か
な
人
間
性
を
培
い
た
い
と
希
望
す
る
保
護
者
・
児
童
生
徒
に
、
一

定
の
条
件
を
付
し
て
特
別
に
入
学
・
転
学
を
認
め
る
と
同
時
に
、
学
校

及
び
過
疎
地
域
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。（
徳
之
島
町

小
規
模
校
入
学
（
転
学
）
特
別
認
可
制
度
に
関
す
る
規
程
よ
り
要
旨
）

２
．
現
在
の
特
別
認
可
制
度
指
定
校

○
尾
母
小
・
中
学
校

○
手
々
小
・
中
学
校

○
花
徳
小
学
校

３
．
そ
の
他
の
学
校
と
の
違
い

区
域
外
か
ら
の
入
学
（
転
学
）
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
一

定
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

○
児
童
生
徒
が
１
年
以
上
通
年
通
学
で
き
る
こ
と
。

○
登
下
校
時
の
送
迎
に
関
し
て
は
保
護
者
等
が
責
任
を
持
つ
こ
と
。

○
入
学
（
転
学
）
す
る
こ
と
に
よ
り
学
級
減
を
生
じ
な
い
学
校
に
在
籍
す

る
児
童
生
徒
で
あ
る
こ
と
。

※
平
成
29
年
３
月
よ
り
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
町
教
育
委
員
会
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

☎
82
―
１
３
０
８

問

教育

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
修
学
困
難
な
方
へ

徳
之
島
町
奨
学
資
金
に
つ
い
て

徳
之
島
町
奨
学
資
金
は
、
徳
之
島
町
内
に
居
住
す
る
者
又
は
、
親
権

者
が
町
内
に
居
住
し
、
か
つ
本
籍
地
が
町
内
に
あ
る
者
で
、
高
等
学
校

及
び
大
学
（
農
業
関
係
）
に
在
学
し
、
成
績
優
秀
、
心
身
健
全
で
あ
り

な
が
ら
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
修
学
困
難
な
者
に
、
修
学
に
必
要
な

資
金
を
貸
し
付
け
て
い
ま
す
。

一
、
貸
与
金
額
及
び
期
間

①
一
般
奨
学
資
金　

月
額
二
万
円　

正
規
の
修
学
期
間

②
特
別
奨
学
資
金　

月
額
二
万
円　

正
規
の
修
学
期
間

二
、
奨
学
金
の
返
還
義
務

卒
業
後
六
ヶ
月
を
経
過
し
た
後
、
五
年
か
ら
十
年
の
間
に

毎
月
均
等
額
以
上
を
返
還
（
無
利
息
）

※
特
別
奨
学
資
金
に
つ
い
て
は
免
除
制
度
有
り
。

三
、
必
要
書
類

①
奨
学
資
金
貸
与
願

②
奨
学
生
推
薦
調
書

③
収
入
等
に
関
す
る
証
明
書

④
住
民
票
写

⑤
納
税
証
明
書

⑥
そ
の
他
必
要
書
類

四
、
選
考
方
法

申
込
書
を
四
月
末
日
で
締
切
り
。
書
類
選
考
の
上
五
月
中
に
決
定
。

五
、
人
数　

一
般
奨
学
資
金
・
特
別
奨
学
資
金
そ
れ
ぞ
れ
若
干
名

町
教
育
委
員
会　

学
校
教
育
課

☎
82
―
１
３
０
８

問

山
小
学
校

山
中
学
校
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テ
ー
マ
：「
暮
ら
し
を
つ
く
る
介
護
」
が
地
域
を
変
え
る
！

来
年
度
、亀
津
地
区
に
「
小
規
模
多
機
能
居
宅
介
護
事
業
所
」
が
開
設
し
ま
す
。

小
規
模
多
機
能
っ
て
何
？
地
域
密
着
型
と
は
？
今
あ
る
施
設
や
介
護
サ
ー
ビ
ス

で
も
、
そ
の
人
ら
し
い
暮
ら
し
を
つ
く
る
に
は
？
「
介
護
」
に
つ
い
て
、
住
民

も
専
門
職
も
と
も
に
考
え
る
会
で
す
。

日
時
：
平
成
29
年
３
月
21
日
（
火
）
14
時
～
16
時
30
分

会
場
：
徳
之
島
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

講
師
：
黒
岩
尚
文
（
全
国
小
規
模
多
機
能
居
宅
介
護
事
業
所
連
合
会　

副
代
表
）

参
加
対
象
者
：
一
般
住
民
、
福
祉
・
医
療
・
介
護
関
係
者
等

（
問
合
せ
及
び
申
し
込
み
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
）

税金

軽
自
動
車
税
と
申
告
に
つ
い
て

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
軽
自
動
車
税

軽
自
動
車
税
は
、毎
年
４
月
１
日
現
在
に
原
動
機
付
自
転
車
、軽
自
動
車
、

２
輪
の
小
型
自
動
車
、
小
型
特
殊
自
動
車
を
所
有
す
る
方
に
対
し
て
課
税

さ
れ
る
税
金
で
す
。な
お
、４
月
２
日
以
降
に
廃
車
な
ど
を
し
た
場
合
で
も
、

普
通
自
動
車
税
と
異
な
り
、
月
別
課
税
制
度
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の

年
度
分
の
税
金
は
全
額
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
申
告
や
届
出

軽
自
動
車
等
を
取
得
・
譲
渡
・
廃
車
及
び
住
所
・
名
義
が
変
更
し
た

時
は
届
出
が
必
要
で
す
。

申告区分

種
類

申
告
場
所

１
２
５
cc
ま
で
の

バ
イ
ク
と

小
型
特
殊
自
動
車

町
役
場
税
務
課

及
び

花
徳
支
所

１
２
５
cc
を
超
え
る
バ
イ
ク

各
自
動
車
整
備
工
場
等

軽
自
動
車

（
６
６
０
cc
ま
で
）

各
自
動
車
整
備
工
場
等

（
注
意
）
車
を
所
有
し
て
い
な
い
の
に
、
手
続
き
を
し
な
い
で
お
く
と

軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

講演

「
暮
ら
し
を
つ
く
る
介
護
」
が
地
域
を
変
え
る
！

徳
之
島
町
地
域
介
護
福
祉
セ
ミ
ナ
ー

町
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
１
３
７
）

問

相談

語
り
愛
☆
カ
フ
ェ
（
認
知
症
カ
フ
ェ
）「
暖
ら
ん
（
だ
ん
ら
ん
）」

認
知
症
カ
フ
ェ
に
来
ま
せ
ん
か
？

〈

認
知
症
カ
フ
ェ
と
は
〉

認
知
症
カ
フ
ェ
と
は
、
認
知
症
の
方
と
そ
の
家

族
、
専
門
職
、
地
域
の
方
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
、

介
護
相
談
や
お
互
い
の
情
報
交
換
、
出
会
い
の
場

と
な
る
場
所
で
す
。

音
楽
療
法
士
や
、
お

茶
・
お
菓
子
を
楽
し
み

な
が
ら
、
介
護
の
ご
相

談
や
お
話
に
来
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
時
：
平
成
29
年
３
月
17
日
（
金
）

13
時
30
分
～
15
時
30
分

会
場
：
徳
之
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

13
時
30
分
～
15
時
30
分　

カ
フ
ェ
タ
イ
ム

（
お
茶
・
お
菓
子
無
料
、
出
入
り
自
由
）

14
時
～
14
時
45
分　
「
音
楽
を
通
し
て
楽
し

く
笑
顔
の
ひ
と
と
き
を
♪
」

講
師
：
音
楽
療
法
士　

芳
村　

美
聡
さ
ん

町
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
１
３
７
）

町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
83
―
１
２
０
５

問

町
税
務
課　

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
１
４
３
）

花
徳
支
所　

☎
84
―
０
０
４
８

問
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納税

も
う
一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い

町
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
は
お
済
み
で
す
か

町
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
や
国
民
健
康
保
険
税
（
以
下
「
町
税
等
」）

の
今
年
度
の
納
期
は
、
修
正
な
ど
で
課
税
さ
れ
る
も
の
を
除
い
て
す
べ
て
終
了
し

て
い
ま
す
。

納
期
限
を
過
ぎ
た
未
納
の
町
税
等
は
、
納
期
内
に
納
税
さ
れ
た
方
と
の
公
平
性

を
保
つ
た
め
、
督
促
手
数
料
・
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
納
め
忘
れ
が
な
い
か
、

も
う
一
度
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

年
度
内
の
完
納
が
難
し
い
場
合
は
、
役
場
収
納
対
策
課
で
納
税
相
談
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。
滞
納
が
続
く
場
合
は
、
職
場
へ
の
給
与
調
査
や
財
産
差
押
え
等
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
町
税
等
の
納
付
は
口
座
振
替
が
大
変
便
利
で
す
。
う
っ
か
り
納
め
忘
れ
て

督
促
手
数
料
・
延
滞
金
が
か
か
る
と
い
う
心
配
も
な
く
、
納
期
の
都
度
納
税
に
出

向
く
手
間
も
省
け
ま
す
。
詳
し
く
は
、収
納
対
策
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
平
成
29
年
４
月
か
ら
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
町
税
等
の
納
付
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
町
税
や
使
用
料
の
納
付
が
で
き
る
の
は
、
町
の
会
計
窓
口
や
金
融
機

関
等
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
本
年
４
月
以
降
に
発
行
す
る
納
付
書
（
バ
ー
コ
ー

ド
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
も
の
）
に
つ
い
て
は
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
も
納
付
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
夜
間
や
休
日
を
問
わ
ず
納
付
で
き
る

の
で
、
平
日
の
昼
間
に
納
付
す
る
こ
と
が
難
し
い
方
な
ど
は
、
是
非
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

町
収
納
対
策
課

☎
82
―
１
１
１
１

（
内
線
１
７
２
、１
７
３
）

問

年
金
相
談
所
を
次
の
日
程
で
開
設
し
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

1.
開
設
日
時
・
会
場

①
日
時　

平
成
29
年
３
月
8
日
（
水
）
11

時
30
分
～
17
時
ま
で

会
場　

役
場
一
階
会
議
室

②
日
時　

平
成
29
年
３
月
９
日
（
木
）
８

時
30
分
～
15
時

会
場　

役
場
一
階
会
議
室

2.
相
談
内
容

10
年
短
縮
に
よ
る
年
金
請
求
の
こ
と
、

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
・
船
員
保
険
等

年金

の
年
金
制
度
全
般
に
関
す
る
こ
と

な
お
、
ご
来
場
の
際
は
年
金
手
帳
や
「
ね

ん
き
ん
定
期
便
」、
運
転
免
許
証
な
ど
身
分

確
認
で
き
る
書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
予
約
制
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い

年
金
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

町
住
民
生
活
課　

年
金
係

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
１
２
１
）

問

国税専門官採用試験受験者募集

人事院と国税庁では、国税専門官採用試験（大
学卒業程度）の受験者の募集をしています。
1．受験資格
(1) 昭和 62 年 4 月 2 日から平成 8 年 4 月 1
日までに生まれた方
(2) 平成 8 年 4 月 2 日以降に生まれた方で、
次に掲げる方
①大学を卒業した方及び平成 30 年 3月まで
に大学を卒業する見込みの方
②人事院が①に掲げる方と同等の資格がある
と認める方

2．試験の程度
　大学卒業程度
3．第 1次試験
平成 29年 6月 11日（日）
申込受付は平成 29 年 3 月 31 日（金）から
開始しますので、受験資格等の詳細は、人事
院ホームページ（http://www.jijji.go.jp/saiyo/
htm) をご覧いただくか、以下へお問い合わせく
ださい。
■人事院人材局試験課（☎ 03―3581―5311
内線 2332）
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公益財団法人　徳之島町シルバー人材センター
〒 891-7101　徳之島町亀津 7217　　☎ 82―2772　　ＦＡＸ：82―2773

「 派遣事業」 はじめました。
高齢者の就業機会の拡大を図るため、新たに、シルバー派遣事業を始めました。
皆様の職場をささえる新たなパワーとして、高齢者の力を活用しませんか？
「シルバー派遣事業」とは（公益社団法人鹿児島県シルバー人材センター連合会）がシルバー
人材センター会員を対象として行う一般労働者派遣事業です。従前の「請負・委任」と異なり、
事業所の指揮命令の下で就業することができます。

会員手作りの独自事業

シルバー会員の心をこめた手作り品の
展示販売をしています。
（野菜苗・木工品・竹細工・パッチワー
ク　etc．）

会員募集中

徳之島町にお住いで原則 60 歳以上の
健康で働く意欲のある方なら、どなた
でも会員になれます。

３月 24日（金） 亀徳、徳和瀬、諸田、神之嶺

3月 25日（土） 東区、南原、白井、大原、尾母

３月 29日（水）
南区、中区、北区、井之川、旭ヶ丘、下久志、母間、

花徳、轟木、畦、山、金見、手々

上記の日程により粗大ごみの収集を行いますので、粗大ごみシールを貼り、名前を
記入の上、朝８時 30分までにごみ収集所へ出してください。
なお、シールは町役場住民生活課または、花徳支所で販売しております。
＊シール大・・・500 円（一人で持ち運びできない物）
＊シール小・・・250 円（一人で持ち運びできる物）
※粗大ごみに、シールの貼付、氏名の記入がない場合は収集しませんので気を付けて
ください。
※テレビ・冷蔵庫・洗濯機・衣類乾燥機・エアコン・パソコンは法律によりリサイクル
が義務付けられていますので、ご不要になった場合は家電取扱業者に委託するなどして、
処理を行うようお願いいたします。

【お問い合わせ先】徳之島町役場　住民生活課　☎８２－１１１１（内線 121）

ごみ

年
度
末
の
粗
大
ご
み
回
収
を
計
画
し
て
い
ま
す

平
成
29
年
３
月
粗
大
ご
み
収
集
計
画
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奄
美
海
上
保
安
部
か
ら
の
お
願
い

冬
場
の
大
潮
の
日
は
夜
中
に

潮
が
引
く
た
め
、
奄
美
群
島
で

は
伝
統
的
な
「
イ
ザ
リ
漁
」
と

呼
ば
れ
る
漁
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。イ

ザ
リ
漁
で
は
、
暗
い
中
リ
ー

フ
を
歩
い
て
漁
を
行
う
こ
と
か

ら
、
転
倒
や
深
み
に
は
ま
っ
た

り
、
潮
が
満
ち
て
き
て
リ
ー
フ

に
取
り
残
さ
れ
た
り
す
る
危
険

性
が
あ
り
ま
す
。
過
去
５
年
間

で
リ
ー
フ
内
の
貝
採
り
な
ど
に

伴
う
人
身
事
故
が
７
件
発
生
し

て
お
り
、
こ
の
う
ち
５
件
は
死

亡
事
故
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
】

１　

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
常

時
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

２　

イ
ザ
リ
に
適
し
た
服
装

（
ウ
ェ
ッ
ト
ス
ー
ツ
等
）
に

し
ま
し
ょ
う
。

３　

単
独
行
動
を
避
け
て
複
数

イ
ザ
リ
漁
で
の

事
故
に
注
意
！

で
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

４　

地
形
を
十
分
把
握
し
、
潮

位
変
化
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

５　

携
帯
電
話
（
防
水
パ
ッ
ク

入
り
）
を
携
行
し
て
連
絡

手
段
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

※
漁
業
権
に
基
づ
き
採
捕
を
禁

じ
ら
れ
て
い
る
魚
介
類
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
法
令
で
採

捕
禁
止
期
間
、
体
長
制
限
、

遊
漁
者
（
一
般
人
）
が
使
用

で
き
な
い
漁
具
、
漁
法
も
あ

り
ま
す
の
で
、
一
般
の
方
が

イ
ザ
リ
漁
を
行
う
場
合
は
、

事
前
に
地
元
漁
協
に
ご
確
認

の
う
え
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

取

助成

宝
く
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

亀
徳
地
区
自
主
防
災
組
織
へ
助
成

「
平
成
28
年
度
の
宝
く
じ
の

社
会
貢
献
公
報
事
業
（
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
）」
と
し
て

亀
徳
地
区
自
主
防
災
組
織
が

「
地
域
防
災
組
織
育
成
助
成
事

業
」
の
対
象
と
な
り
、
倉
庫
、

炊
き
出
し
か
ま
ど
、
発
電
機
、

リ
ヤ
カ
ー
等
一
式
が
整
備
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
一
般
財
団
法
人
自

治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ

の
普
及
広
報
活
動
の
一
環
と

し
て
、
地
域
住
民
が
自
主
的

に
結
成
し
た
組
織
対
し
、
そ

の
組
織
が
行
う
地
域
の
防
災

活
動
に
直
接
必
要
な
設
備
等

へ
助
成
を
行
っ
て
い
る
も
の

町
総
務
課

消
防
交
通
係

☎
82
―
１
１
１
１

（
内
線
２
１
６
）

問
で
す
。
今
後
、
亀
徳
地
区
に
お

い
て
は
、
更
な
る
自
主
防
災
活

動
を
積
極
的
に
進
め
、
地
域
の

防
災
意
識
の
向
上
に
役
立
て
る

予
定
で
す
。

法
律
改
正
に
よ
り
、
平
成
29

年
８
月
か
ら
年
金
を
受
け
取

る
た
め
に
必
要
な
年
数
が
25

年
（
３
０
０
ヵ
月
）
か
ら
10
年

（
１
２
０
ヵ
月
）
と
大
幅
に
短
縮
さ

れ
、
年
金
を
受
け
取
り
や
す
く
な

り
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
年
金
を
受

給
す
る
た
め
・
年
金
額
を
増
す
た

め
に
も
、
ご
自
身
の
年
金
の
加
入

年
数
に
つ
い
て
ご
確
認
の
う
え
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
や
免
除

等
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
お
電
話
で
の
ご
相
談
に
は
年
金

手
帳
等
に
記
載
が
あ
る
「
基
礎

年
金
番
号
」
が
必
要
で
す
。

◇
ご
来
所
さ
れ
て
の
ご
相
談
に
は

年
金
手
帳
と
免
許
証
等
が
必
要

で
す
。（
代
理
人
が
来
所
の
場
合

は
委
任
状
と
ご
本
人
の
印
か
ん

も
必
要
で
す
。）

◇
詳
し
く
は
年
金
事
務
所
ま
た
は

市
町
村
担
当
窓
口
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

奄
美
大
島
事
務
所
国
民
年
金
課

☎
０
９
９
７
―
52
―
４
３
４
１

（
ア
ナ
ウ
ン
ス
後
、
２
番
を
ダ
イ

ヤ
ル
し
て
く
だ
さ
い
。）

奄
美
大
島
年
金
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

問
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奄
美
群
島
の
産
業
振
興
の
た
め

に
必
要
な
資
金
を
様
々
な
業
種
の

方
へ
融
資
し
て
お
り
ま
す
。

●
融
資
利
率

年
０
・
３
％
～
年
２
・
７
１
％

(

Ｈ
29
年
１
月
16
日
現
在)

●
融
資
期
間

最
高
20
年
（
一
部
据
置
あ
り
）

上
記
以
外
に
も
融
資
の
種
類
が

あ
り
ま
す
。

開
発
基
金
の
融
資
制
度

に
つ
い
て

ま
ず
は
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ

さ
い
。

（
独
）
奄
美
群
島
振
興
開
発
基
金

☎
０
９
９
７
―
52
―
４
５
１
１

農地購入 果樹植栽 家畜購入

中古船取得 農 林 水 産 物 の 流 通 加 工

観光関連産業 地域活性化 地域資源振興

問〒８９４―００２６
奄美市名瀬港町１番５号

徳
之
島
交
流
ひ
ろ
ば　

ほ
ー
ら

い
館
内
『
法
務
局
証
明
書
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
』
で
登
記
事
項
証
明

書
、
印
鑑
証
明
書
が
取
得
で
き
ま

す
。

■
取
扱
時
間

行
政
時
間
の
休
日
に
関
す
る

法
律
に
規
定
す
る
休
日
を
除
く

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
午

前
９
時
～
午
後
４
時
（
正
午
～

午
後
１
時
を
除
く
。）

■
取
扱
可
能
な
証
明
書

土
地
・
建
物
の
登
記
事
項
証

明
書
、
会
社
・
法
人
の
登
記
事

項
証
明
書
、
会
社
・
法
人
の
印

鑑
証
明
書
（
要
約
書
及
び
地
図

証
明
書
の
発
行
は
で
き
ま
せ

ん
。）

詳
細
は
以
下
の
法
務
局
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

鹿
児
島
地
方
法
務
局
奄
美
支
局

☎
０
９
９
７
―
52
―
０
３
７
６

法
務
局
か
ら
の
お
知
ら

せ

財
団
法
人
奄
美
奨
学
会
で
は
、

奄
美
出
身
者
の
子
弟
で
、
大
学

等
に
在
学
し
、
成
績
優
秀
、
心

身
健
全
で
あ
り
な
が
ら
、
経
済

的
な
理
由
に
よ
り
修
学
困
難
な

者
に
、
修
学
に
必
要
な
資
金
を

貸
し
付
け
て
い
ま
す
。

１
．
貸
与
金
及
び
期
間

学校

金額
（月額）

期間

高専・短大・
大学生

３万円

正規の
就学期間

大学院生

３万５千円

正規の
就学期間

２
．
貸
与
金
の
返
還
義
務

卒
業
後
６
か
月
を
経
過
し
た

後
、
10
年
以
内
の
期
間
に
、

毎
月
均
等
額
以
上
を
返
還
（
無

利
息
）

３
．
必
要
書
類

①
貸
費
生
願
書
…
自
筆
の
も
の

で
、
家
族
の
所
得
な
ど
が
分
か

る
書
類
を
添
付
す
る
こ
と

②
写
真
１
枚
…
撮
影
後
３
か
月

以
内
の
も
の
で
、
縦
４
ｃ
ｍ
、

横
３
ｃ
ｍ
以
内
の
も
の
を
貸

費
生
願
書
生
年
月
日
欄
の
右

側
に
貼
り
付
け

③
奨
学
生
推
薦
調
書
…
卒
業
し
た

学
校
の
学
校
長
が
作
成
し
た
も
の

④
成
績
証
明
書
…
卒
業
し
た
学
校

の
学
校
長
が
作
成
し
た
も
の

⑤
戸
籍
謄
本
／
住
民
票
…
発
行

３
か
月
以
内
の
も
の
を
各

一
通
ず
つ

４
．
選
考
方
法　

申
込
願
書
を
４
月

末
日
で
締
切
り
。書
類
選
考
の
上
、

５
月
中
に
決
定
し
ま
す
。

５
．
人
数　

若
干
名

６
．
推
薦
に
必
要
な
書
類
交
付　

財

団
法
人
奄
美
奨
学
会
事
務
局
で
交

付
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
１
０
８
―
０
０
１
４

東
京
都
港
区
芝
５
―
13
―
14　

ア
ン

ソ
ワ
ビ
ル
芝
６
階

財
団
法
人
奄
美
奨
学
会
（
事
務

局　

加
納
法
律
事
務
所
内
）

☎
０
３
―
３
４
５
６
―

１
１
０
０

財
団
法
人
奄
美
奨
学
会

か
ら
の
お
知
ら
せ
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北
部
地
域
で
は
、
地
域
の
活
性
化
を
検

討
す
る
「
北
部
創
生
推
進
委
員
会
」
を
立

ち
上
げ
、
今
年
度
は
３
回
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
委
員
会
で
は
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
世
界
自
然
遺
産

登
録
を
見
据
え
た
「
集
落
づ
く
り
」
に
つ

い
て
も
検
討
課
題
と
し
て
お
り
、
２
月
９

日
、
10
日
に
、
山
公
民
館
、
花
徳
公
民
館

に
お
い
て
、「
集
落
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
を
行
い
ま
し
た
。

両
日
合
わ
せ
て
、
住
民
約
50
名
が
参
加

し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
校
区
ご
と

に
分
か
れ
、「
民
泊
」、「
体
験
型
交
流
」
な

ど
を
テ
ー
マ
に
、
新
し
い
体
験
メ
ニ
ュ
ー

や
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
ア
イ
デ
ィ
ア
、
そ
の
課
題
や
進
め
方
な
ど
、
参
加
者
そ
れ

ぞ
れ
の
思
い
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

最
後
は
、
校
区
ご
と
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
魅
力
を
活
か

し
た
ア
イ
デ
ィ
ア
や
、
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ
ィ

も
飛
び
出
し
、
時
折
、
会
場
が
笑
い
に
包
ま
れ

る
な
ど
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
未
知
の
集
落
資
源

の
再
発
見
に
も
繋
が
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、「
地
方
創
生
事
業
」
の
一
環
で

あ
る
「
北
部
地
域
を
中
心
と
し
た
都
市
・
農
村

交
流
事
業
確
立
調
査
業
務
」
の
取
組
と
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

「 ワークショップ」 って何！？
「 北部集落づくりワークショップ　」 を開催

１
月
18
日
（
水
）
20
時
28
分　

国
の
特
別
天
然
記
念
物
ア
マ
ミ
ノ

ク
ロ
ウ
サ
ギ
を
ネ
コ
が
捕
食
し
て
い
る
写
真
が
撮
影
さ
れ
ま
し
た
。

環
境
省
徳
之
島
自
然
保
護
官
事
務
所
が
徳
之
島
町
北
部
地
区
の
道

路
沿
い
に
設
置
し
た
自
動
撮
影
カ
メ
ラ
に
記
録
さ
れ
、
２
０
０
８
年

同
省
が
奄
美
大
島
で
撮
影
し
た
記
録
に
続
き
、
今
回
が
２
例
目
と

な
り
ま
す
。
全
国
ニ
ュ
ー
ス
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
大
き
な

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

徳
之
島
で
は
、
こ
の
よ
う

な
野
生
化
し
た
ネ
コ
や
、
放

し
飼
い
に
よ
っ
て
山
間
部
に

侵
入
す
る
ネ
コ
に
よ
る
希
少

動
物
へ
の
被
害
を
減
ら
す
た

め
、
環
境
省
・
鹿
児
島
県
・

徳
之
島
三
町
が
連
携
し
て

適
正
飼
養
の
呼
び
か
け
や

避
妊
去
勢
手
術
の
助
成
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

世
界
自
然
遺
産
登
録
に
あ

た
り
、
ネ
コ
に
よ
る
希
少
動

物
へ
の
捕
食
被
害
は
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ペ
ッ
ト
の
飼
育
は
、
最
後
ま

で
責
任
を
持
っ
た
飼
養
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

写
真
提
供
（
環
境
省
徳
之
島
自
然
保

護
官
事
務
所
）
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食
改
さ
ん
レ
ポ
ー
ト
IN
健
康
フ
ェ
ス
タ

１
月
29
日
に
運
動
公
園
で
健

康
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
、
我
々

食
生
活
改
善
推
進
員
も
町
民
の

皆
さ
ま
の
健
康
づ
く
り
の
お
役

に
立
つ
べ
く
、「
減
塩
具
だ
く
さ

ん
み
そ
汁
」
を
作
り
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
や
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
提
供
い

た
し
ま
し
た
。

12
種
類
も
の
具
材
と
、カ
ツ
オ
・

昆
布
・
煮
干
し
か
ら
と
っ
た
だ

し
汁
。
島
の
麦
み
そ
を
使
っ
た
お

味
噌
汁
は
減
塩
で
も
う
ま
み
た
っ

ぷ
り
。
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
自
宅

で
、
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
入
れ
て
ヘ

ル
シ
ー
な
減
塩
み
そ
汁
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

お
味
噌
汁
の
具
材
は
？

○
冬
瓜　

○
カ
ボ
チ
ャ　

○
し
い
た
け　

○
人
参　

○
大
根　

○
し
め
じ

○
ゴ
ボ
ウ　

○
小
松
菜　

○
白
菜　

○
じ
ゃ
が
い
も　

○
油
揚
げ　

○
葉
ね
ぎ

ほ
と
ん
ど
の
食
材
は
地
元
徳
之
島
産
で
し
た
。

やったぁ～　　むし歯　０
ゼロ

　おめでとうございます！！

歯もピカピカ、 4月からはピカピカの１年生です。

町立幼稚園での歯科健診において、28名の年長さんたちがむし歯０( ゼロ ) を達成しました。
これからも８０２０を目指してがんばってほしいと思います。

亀徳幼稚園 亀津幼稚園　まつ組 亀津幼稚園　うめ組

３月は自殺対策強化月間です。

・変化に気づく・耳を傾けねぎらう・支援先につなげる・温かく見守る
みんなで取り組もう「あなた」は「だれか」の「いのち支えるゲートキーパー」です。
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町の話題

町からのお知らせ

健康トピックス

元気な集落（南区）／題字
紹介／目次

戸 籍 の 窓 ／ き ま い た り っ
ちゅ／窓口開庁延長のお知らせ

02
04
14

15

16

index

表紙写真

山小学校で２月 10 日、自衛隊

慰霊塔への遠行が実施されまし

た。小学校から慰霊碑までの道の

りを歩き、地元の自然にふれあい、

地域への愛着を深めました。

き
ま
い
た
り
ち
ゅ

Ｆａｉｌ．10

南区集落

■
人
口
：
２
２
０
０
人

■
世
帯
数
：
８
５
０
戸

徳
之
島
の
中
心
地
亀
津
に
所
在
す
る
南
区
集

落
は
、
島
内
で
世
帯
数
や
人
口
の
最
大
規
模

の
集
落
で
す
。

南
区
集
落
は
、
亀
津
高
千
穂
神
社
の
鳥
居
か
ら
役
場
前
の
道
路
を
境
と
し
て
南
の

方
に
位
置
し
、
現
在
で
は
区
の
南
部
地
区
に
新
興
住
宅
が
増
え
、
町
内
で
は
一
番
大

き
な
集
落
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
昔
か
ら
農
業
を
中
心
と
し
た
集
落
で
、
お
互
い
で
助
け
合
う
「
ユ
イ
ワ
ク
」

と
呼
ば
れ
る
農
作
業
を
行
い
互
助
の
精
神
に
満
ち
た
集
落
で
あ
り
、
民
謡
や
浜
踊
り

等
の
伝
統
芸
能
も
盛
ん
で
、蛇
味
線
弾
き
や
民
謡
唄
者
の
多
い
集
落
で
も
あ
り
ま
す
。

集
落
で
は
年
間
通
じ
て
色
々
な
行
事
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
毎
年
12
月
に

高
齢
者
ク
ラ
ブ
が
主
催
で
開
催
さ
れ
る
「
餅
つ
き
大
会
」
は
子
供
達
と
の
触
れ
合
い

を
目
的
と
し
て
賑
や
か
に
行
わ
れ
、
ま
た
毎
月
２
回
の
「
浜
踊
り
保
存
会
」
の
練
習

で
は
、
若
い
人
達
の
参
加
も
増
え
て
活
気
に
満
ち
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
は
毎
月
の
定
例
作
業
の
他
に
、
毎
年
海
の
日
に
は
南
区
の
海

岸
や
南
原
の
浜
の
清
掃
を
行
い
、ま
た
、毎
月
10
日
、20
日
、30
日
の
ゼ
ロ
の
日
に
は
、

集
落
民
に
よ
る
交
通
安
全
の
立
哨
を
行
っ
て
学
童
へ
の
声
か
け
挨
拶
運
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

（
右
）
浜
踊
り
練
習

（
上
）
ふ
れ
あ
い
餅
つ
き
大
会

海の日の「南原海岸清掃」交通安全立哨・声かけ運動

―
元
気
な
集
落
―
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■
住
所
／
〒
891-7192

鹿
児
島
県
大
島
郡
徳
之
島
町
亀
津
7203

■
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
0997）

82-1111（
代
）　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
0997）

82-1101
■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
http://w

w
w
.tokunoshim

a-tow
n.org/

広
報
と
く
の
し
ま
　
2017．

3
月
号
　
№
514

編
集
・
発
行
　
徳
之
島
町
役
場
企
画
課

窓口サービス

時間延長のお知らせ

徳之島町役場では、住民サービスの向

上等を図るため、次の期間窓口サービス

時間を延長します。（延長時間は、転入転

出時の手続きや各種証明書発行が主な業

務となります。対応できない業務もござ

いますのでご了承ください）

■期間　平成 29年３月 27日～４月 7日

（土日を除く）

■時間　午前８時 30分～午後６時 00分

■実施課　住民生活課・介護福祉課・健

康増進課・会計課・収納対策課・税務課・

水道課・建設課・花徳支所

【お問い合わせ】

　町総務課☎ 82―1111（内線 212）


